
慮議会議人薫涯監り自治会

自
治
会
紹
介
シ
リ
ー

『自
治
会
法
人

東
通
り
自
治
会
』

自
治
会
法
人
東
通
り
自
治
会
は
、
若
松
４
丁

目
、
５
丁
目
、
６
丁
目

（
一
部
）
か
ら
な
り
、

全
世
帯
が
大
沼
小
学
校
区
で
世
帯
数
は

９８２
世

帯
で
す
。
こ
の
地
域
は
雑
木
林
で
あ

っ
た
よ
う

で
す
が
、
現
在
は
住
宅
街
と
な

っ
て
い
ま
す
。

梅
雨
入
り
間
近
の
少
し
む
し
暑
さ
を
感
じ
る

中
、
東
通
り
自
治
会
館
で
、
成
嶋
淳
介
会
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
昭
和

３３
年
頃
か
ら
分
譲
が
始

ま
り
、
昭
和

３５
年
２
月
に
町
内
会

（
朽
世
帯
）

が
結
成
さ
れ
、
昭
和

３８
年
に
東
通
り
自
治
会
と

し
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
す
。

自
治
会
館
の
１
階
フ
ロ
ア
ー
で
は
、
△フ
年
で

５８
回
目
と
な
る
総
会
を
は
じ
め
各
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
員
の
皆
さ
ん

が
卓
球
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
に
も
使
用
し
、
憩
い

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
は
子
供
部
が
あ
り
、
体
育
部
の
少

年
野
球
と
と
も
に
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

公
民
館
主
催
の
地
区
体
育
祭
で
は
培

わ
れ

た
チ
ー
ム
ヮ
ー
ク
で
昨
年
は
優
勝
、
こ
こ
１０
年

で
は
５
回
優
勝
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

文
化
祭
と
し
て

「
文
化
展
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
が
毎
年
開
か
れ
、
書
や
絵
画
、
彫
刻
な

ど
展
示
品
も
多
種
多
様
で
大
好
評
で
す
。

ま
た
、
月
長
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め

「
防
災
訓
練
」
「
交
通
安
全
教
室
と
防
犯
請
習
会
」

が
年
１
回
開
催
さ
れ
、
安
全
意
識
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
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▲力作ぞろいです

▲安全運転でお願しヽしま～す

館報おおぬま第 170号 (平成 30年 7月 1日 )か らの抜粋です。

地
域
の
話
題

興

今
後
の
課
題
を
お
間
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
目
下
、

広
場
の
確
保
が
最
重
要
課
題
で
す
。
広
場
が
な
い

と
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
く
な
り
、
自
治
会
活
動
が

低
下
す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
」
と
即
答
で
し
た
。

現
在
の

「
子
供
の
広
場
」
は
年
３
回
の
草
取
り

清
掃
活
動

（
毎
回
７０
名
位
参
加
）
に
よ
り
、
ゴ
ミ

一
つ
落
ち
て
い
な
＜
て
大
変
さ
れ
い
で
す
。

も
う

一
つ
の
課
題
は
高
齢
者
対
策
で
、
そ
れ
に

付
随
し
て
空
き
家

（
１７
件
）
問
題
も
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
敬
老
事
業
と
し
て
は
、
昨
年
か
ら
認

知
症
講
座
や
健
康
体
操
に
取
り
組
み
始
め
、
さ
ら

に
充
実
さ
せ
た
い
そ
う
で
す
。

現
在
困
っ
て
い
る
事
と
し
て
自
治
会
館
前
道
路

の
交
通
安
全
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
道
幅
は

狭
い
う
え
車
の
交
通
量
は
多
＜
、
皆
の
生
活
道
路

に
な

っ
て
い
る
の
で
心
配
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
取
材
に
は
２
名
の
副
会
長
も
同
席
し
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
明
る
く
、
楽
し
い
取
材
と
な

り
ま
し
た
。

次
回
は
「
自
治
会
法
人
大
沼
自
治
会
」
の
予
定
で
す
。
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